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部局ニュース

　メディア・コミュニケーション研究
院の東アジアメディア研究センターは
4月8日（土）、シンポジウム「“越境
ジャーナリスト”が見た中国、日本、
アジア」を、学術交流会館にて開催し
ました。
　本シンポジウムではまず、ルポライ
ターの安田峰俊氏と、中国紙『南方都
市報』『南方週末』などで国際調査報道
に携わった中国人ジャーナリストの秦  
軒氏が自身の取材経験に基づき基調報
告を行いました。『八九六四:「天安門事
件」は再び起きるか』（KADOKAWA）
で城山三郎賞と大宅壮一ノンフィクショ
ン賞を受賞した安田氏は、近著『北関
東「移民」アンダーグラウンド』（文藝
春秋）で、北関東のベトナム人不法滞
在者を通じて日本社会の現実を問題提
起しました。秦氏も、国境を越えた現
地取材を通じ、「中国」を再評価する
報道を展開しています。2人とも日中
の「越境ジャーナリスト」の代表格と
も言える存在です。
　基調報告で安田氏は、2022年11月末
に中国で若者がゼロコロナ政策に反旗

を翻した「白紙運動」に触発されて東
京・新宿でも起こった抗議運動を取材
した経験を基に、「中国ネット反体制
運動」の変容について報告しました。
その中で2012年までの胡錦濤前政権期
の運動が、人権や民主主義など普遍的
価値観を重視した「きれいな語彙を使
ったもの」だったのに対し、習近平国
家主席が言論統制を一段と強化した
2017年以降の運動は、「情報の暴露、
侮辱的コラージュなどの『悪い』手段
も辞さないものだ」と指摘。白紙運動
は「きれいなものとドロドロしたもの
が複合した運動」と分析しました。
　「なぜ私は中国の読者に向けて北朝
鮮報道を行うのか」をテーマに報告し
た秦氏は、「中朝は共にレーニン・ス
ターリン体制で権力が集中する国家で
あり、今の北朝鮮にはかつての中国を
見ることができ、中国にいまだ起こっ
ていない変化も見て取れる」と述べま
した。
基調報告に続いて、パネルディスカッ
ションに移りました。現代中国を研究
する東京大学大学院の阿古智子教授を

コーディネーターとして、安田氏と秦両
氏に、北海道大学メディア・コミュニ
ケーション研究院助教で、中華圏ジャ
ーナリストでもある台湾人の許　仁碩
氏も加わり、中国報道の難しさをめぐ
り議論しました。秦氏は、「すべての
読者を満足させることはできない。異
なる視点、観点、立場を持った読者の
懸け橋になり、共通理解を得られる報
道を続けていきたい」と述べました。
最後に阿古氏は「戦争も起こる時代
で、どうしても感情的になってしま
う。人間として何を見るか、表現する
か、研究者もジャーナリストも一緒に
考え、発信していきたい」と総括しま
した。
　本シンポジウムには、オンライン配
信も併せて90人以上が参加しました。
読売新聞がシンポジウムの模様を報道
するなど社会発信面でも成果がありま
した。

（メディア・コミュニケーション研究院）

東アジアメディア研究センター主催のジャーナリズムシンポジウムを開催

シンポジウムでの安田氏の基調報告の様子

　環境健康科学研究教育センターで
は、3月21日（火・祝）に学術交流会
館第一会議室において、若者との共創
プロジェクト第1回若者検討会を開催
いたしました。
本イベントは、4月に札幌市でG7環境
大臣会合が開催されることを機に、地
球環境対策の勉強会とディスカッショ
ンを行い、地球環境によい変化を実現
することを目指す、若者×大学×自治
体×企業の連携プロジェクトです。
　当日は山内太郎センター長が登壇
し、「次世代のちからで未来の地球を
共創する」と題し、1万数千年におよぶ
人類の歴史を振り返り、人口増加と環

境問題について概説した後、途上国の
都市スラムにおけるサニテーションの
問題について、その解決に向けて若者
が中心となって行っている活動（ザン
ビア共和国で設立した子どもクラブ）
について講演を行いました。
　続いて、札幌市環境局の佐竹輝洋環
境政策担当係長と参加者によるディス
カッションが行われ、最後に参加者及
び登壇者がグループワークを行いまし
た。会場の3つのグループとオンライ
ン参加の2グループが、地球、世界、
そして北海道地域の抱える課題と、30
年後の理想の姿に向けてどのように課
題解決ができるかについてそれぞれの

テーマを話し合いました。
　全3回の若者検討会の後、4月15日
（土）には札幌ドームで開催された環
境広場ほっかいどう2023において、
「若者が自治体と企業と共創したい
ACTIONリスト」のプレゼンテーショ
ンを行い、北海道知事・札幌市長・環
境副大臣・若者・企業のトークセッ
ションを行いました。
　若者、大学、自治体、企業が一体と
なり、市民の皆様とSDGsについて考
える大変よい機会となりました。

（環境健康科学研究教育センター）

環境健康科学研究教育センターがG7環境大臣会合に先駆けた
若者との共創プロジェクトを開催

グループ討論の様子

各テーマの課題を挙げていく参加者

山内センター長の講演
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部局ニュース

　脳科学研究教育センターでは、4月6
日（木）に医学部百年記念館大会議室
において、今年度入学した履修学生の
開講式を行いました。
　はじめに、田中真樹センター長（医
学研究院教授）から、祝辞とともに脳
科学専攻の特色ある教育体制や研究指
導内容について説明があり、「センタ
ーが主催するシンポジウムや合宿研
修、修了発表会、指定セミナーなど
様々なイベントを通じて、所属部局や

出身学部、研究対象、実験手法、職
種、課程、学年などの垣根を越えた研
究交流を図り、視野の広い専門家とな
れるよう頑張っていただきたい」との
激励がありました。
　引き続き、出席したセンター教員と
履修学生の自己紹介の後、関あゆみ教
務専門委員会委員長（教育学研究院教
授）から、修了要件についての説明と
履修に関するガイダンスがありまし
た。今年度も新型コロナウィルスの感

染拡大防止のため、新入生歓迎交流会
は中止となりましたが、参加者は所属
学院を超えて脳科学研究を学ぶ期待に
胸を膨らませていました。
　本専攻には、今年度8名の履修学生
（修士課程7名、博士後期課程1名）が
加わり、全体では28名の履修学生が在
籍することになります。

（脳科学研究教育センター）

脳科学研究教育センター脳科学専攻の開講式を挙行

田中センター長より祝辞

ガイダンスを受ける履修学生

新しく加わった履修学生とセンター教員

■研修

令和5年度北海道地区国立大学法人等初任職員研修（一般職）

開 催 日：令和5年4月13日～14日
開催方式：北海道大学学術交流会館第一会議室
研修目的：北海道地区国立大学法人等の職員としての心構えを自覚させるとともに、初任職員として必要な基礎的知識を付

与することを目的とする。
主催部局：総務企画部人事課

訓示（寳金総長） 特別講話（長谷川副理事）

受講風景 グループワーク
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オーバーライドして入力
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田中センター長より祝辞

ガイダンスを受ける履修学生

新しく加わった履修学生とセンター教員

■研修

令和5年度北海道地区国立大学法人等初任職員研修（一般職）

開 催 日：令和5年4月13日～14日
開催方式：北海道大学学術交流会館第一会議室
研修目的：北海道地区国立大学法人等の職員としての心構えを自覚させるとともに、初任職員として必要な基礎的知識を付

与することを目的とする。
主催部局：総務企画部人事課

訓示（寳金総長） 特別講話（長谷川副理事）

受講風景 グループワーク
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人事

■人事

令和5年4月30日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【課長】
（転出）
原子力規制委員会原子力規制庁原子力規制部実用炉審査部門管理官補佐（調整担当）
（併）原子力規制部実用炉審査部門安全審査官
（併）原子力規制部新基準適合性審査チーム員
（併）原子力規制部安全性向上評価チーム員

寺　野　印　成 総務企画部企画課長

令和5年5月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
大学院医学研究院教授

【課長】
総務企画部企画課長
医学系事務部総務課長

吉川　雄朗

小澤　嘉麿
木村　美佳

東北大学准教授

医学系事務部総務課長
国際部国際企画課課長補佐

新任部課長等紹介

令和5年5月1日付

医学系事務部総務課長に

木村　美佳 氏
き むら み か

昭和44年 6月生
平成 4年 4月　北海道大学
平成22年10月　北海道大学農学事務部係長
平成24年 4月　北海道大学獣医学研究科・獣医学部係長
平成27年 4月　北海道大学総務企画部企画課係長
平成30年 4月　北海道大学研究推進部産学連携課係長
令和元年10月　北海道大学国際部国際企画課課長補佐
令和 5年 5月　北海道大学医学系事務部総務課長

新任教授紹介

令和5年5月1日付

医学研究院教授に

薬理学分野　神経薬理学教室

吉川　雄朗　氏
おたけよしかわ

生年月日
昭和52年9月26日
最終学歴
　東北大学大学院医学系研究科（平成20年3月）
　博士（医学）（東北大学）  
専門分野
　神経薬理学、糖鎖生物学
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人事

■人事
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東北大学准教授

医学系事務部総務課長
国際部国際企画課課長補佐

新任部課長等紹介

令和5年5月1日付

医学系事務部総務課長に

木村　美佳 氏
き むら み か

昭和44年 6月生
平成 4年 4月　北海道大学
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平成24年 4月　北海道大学獣医学研究科・獣医学部係長
平成27年 4月　北海道大学総務企画部企画課係長
平成30年 4月　北海道大学研究推進部産学連携課係長
令和元年10月　北海道大学国際部国際企画課課長補佐
令和 5年 5月　北海道大学医学系事務部総務課長

新任教授紹介

令和5年5月1日付

医学研究院教授に

薬理学分野　神経薬理学教室

吉川　雄朗　氏
おたけよしかわ

生年月日
昭和52年9月26日
最終学歴
　東北大学大学院医学系研究科（平成20年3月）
　博士（医学）（東北大学）  
専門分野
　神経薬理学、糖鎖生物学
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オーバーライドして入力

■訃報

名誉教授　飯田　正一　氏
（享年99歳）

名誉教授　飯田　正一　先生が令和
5年4月9日にご逝去されました。
　飯田先生は、昭和23年に北海道大学
医学部を卒業され、昭和27年に北海道
大学医学部助手に採用されました。そ
の後、昭和28年には同講師、昭和30年
に同助教授に昇任され、昭和43年には
北海道大学歯学部の新設に伴い同学部

教授として口腔病理学講座、ついで歯
科薬理学講座を担当されました。昭和
62年に定年退官され、北海道大学名誉
教授の称号を授与されました。先生は
北海道大学医学部に15年6ヶ月、歯学部
で19年、計35年余の永きにわたり、基
礎医学及び歯学の分野で教育研究に従
事し、幾多の優秀な人材を育成すると
ともに顕著な研究成果をあげました。
　先生の初期の研究テーマはアルコー
ル代謝と習慣の問題であり、この研究
で昭和29年に北海道大学から医学博士
の学位を授与されました。その後、ア
ルコール代謝に関する研究を通してミ
シガン大学医学部の薬理学教室に留学
され、精神異常と関連が深いとされて
いたアルコール中毒症が、薬物依存の
一型であることを動物実験により証明
されました。歯科薬理学教室教授とし
ては、教室員とともにナトリウムポン

プの分子構造変化に関する研究を展開
し、世界的な学術誌に多数の論文を公
表しました。これらの研究は、ナトリ
ウムポンプ研究の分野においても高い
評価を受けました。
　この間、先生は北海道大学評議員な
どの要職をつとめられ、部局並びに大
学の運営管理に貢献されました。ま
た、学外においては多数の学会で評議
員をつとめ、日本薬理学会、歯科基礎
医学会の名誉会員に推挙されていま
す。
　このように、飯田先生は教育研究上
の業績はもとより、本学の管理運営に
も寄与され、薬理学分野においても大
きな貢献をされました。
　ここに謹んで心よりご冥福をお祈り
申し上げます。

　　（歯学院・歯学研究院・歯学部）

いちしょういい だ
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今月のキャンパス風景は、医学部前の八重桜です。この桜は、医学部30期30周年を記念して1984年に植樹されたものです。
それから約40年間成長し続け、毎年春になると立派な花を咲かせます。いつかこの桜のように満開に咲き誇る日を夢見て、
私たちも地道な努力を積み重ねていきたいですね。

編 集 メ モ

 ● キャンパス内にオシドリがやってきました！オシドリは、
「つがいになるといつも一緒にいる」という習性があり
ます。諸説ありますが、いつも一緒にいる仲の良い夫婦
を「おしどり夫婦」と表現するようになったのは、この
オシドリの習性が由来していると言われています。緑あ
ふれる札幌キャンパス内では、札幌都心とは思えないよ
うな、さまざまな野生動物と出会うことがありますね。
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